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(I)
Hermann Kant は 1990年に至る迄のその半生記とも言える回想記をベル











Brehm (筆者注 : ドイツの著名な動物学者)によれば、何はともあれ、温和と







一貫して DDR 体制擁護の確信犯と見られて来た、旧 DDR 作家同盟議長
90 獨協大学ドイツ学研究
に対する批判が相変わらず強い事の証明と言えるが、私はその様な Kant の
人物像を否定する 物として „Apspann“ を解説し、論じて来たつもりである
が、3) それはさておき、„Kormoran“ 自体を論じて行きたい。
(II)
主人公 Paul-Martin Kormoran は 1992年 6月現在六十六歳の評論家であ














































来たのか Kormoran にその理由を尋ね、それを読み上げる。Kormoran は
自分が生きている事だと答える。その祝電の一つは新生を祝い、更なる二十年
間の長命を望み、別の一つは人口的な心臓の弁 (Klappen) が保たれる (halten)
限り、貴方の口 (Ihre Klappe) は閉じない (nicht halten) 様に(発言は控え
ない様に)、「それを、親愛なる Paul-Martin、蠅共を二発で (mit zwei Klap-
92 獨協大学ドイツ学研究
pen) 叩き潰す事だ ! と私は言うのだ。」5) と言う国内情勢に関するウィットで
あった。それは外科医 Felix Hassel からの電報であり、場合によっては来る
ことを示唆していた。そこで二人の会話が進展する。更に隣人の Birchel 婦




と述べる。彼等の会話に Kormoran 夫人 Änne が加わり、やがて、1990年
6月 14日の六十四歳の誕生日に彼の心臓の手術が行われ、Felix Hassel によ
り二つの人工弁 (küstliche Herzklappen) が取り付けられ、彼が更に二年生
き延びた事が明らかになる。それ故に多くの祝電が来たわけである。H. Kant
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であった。命令者の言葉を常に理解したが、その様な状況も平和が訪れると一
変し、ラジオでも、電話でも常に小声で語られ、パン屋の売り子の言葉は唇の





さえ言われ兼ねず、「彼の六十六歳の誕生日に Paul-Martin Kormoran は一
人の撃退された男であった。」7) と Kant は書いている。


















それを熱心に読んだが、あの社会的転換期 (Wende) が小説家 Stegemann と
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政権下、ピレネー山脈を越えて亡命した Heinrich Mann を手助けしたその



























る。」10) と、Herbert に語る所に Kormoran の言葉を借りての Kant の統一
96 獨協大学ドイツ学研究
ドイツへの複雑な感情が伺える。
Kormoran が四度目の電話でテラスを離れた後、Änne と Herbert の間で
交わされる会話は敵対的な物となる。前者が彼女の妹 Ilse に対する後者の暴
力的な姿勢を批判したのに対し、後者は Ilse の多弁を防ぐ為で、しかも Ilse
が Kormoran の千ドルもする高価で、チタニウムや高度に重合された炭素か
ら出来ている人工弁を話題にし、彼の死後それがどうなるか主張した故である






















97Hermann Kant の „Kormoran“ を巡って





















Herbert が何故一昨年なのか ? 五年前の 1987 年以降にも 1988年 1989 年
























研究してきたプロテスタント教会史家 Eichhorn の娘で、その娘が DDR で
学び、学位を得た故に彼は DDR に忠誠で感謝していた。彼女の専門領域が




上述の沈黙を破ったのは Grit Schluziak であり、彼女が 1987年を頂点と
評価したのに対し Henkler は「言わせて貰えば、それはくだらぬノスタルジー
だ。それはすんでのところで、もう我々の終局の年であり得ただろう。」と述
べ、統一直後の旧 DDR 知識人の DDR 時代評価の相違が此処にも見られ
る。Kormoran もその観点を評価するが、彼は「君の年代学よりも目下私に
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関心があるのは、私の誕生日が副大臣のカレンダーに如何に記載されているか
である。」15) と語り、それに対し Horst Schluziak は彼のメモ帳を取り出し、
そのカレンダーを Kormoran に手渡し、「時代の批判的同伴者に我々はおめ

















るなと皮肉とも言える発言をする。Grit が改めて Horst の才能を強調し、争









立って尋ねる。それを巡って Henkler、 Änne、 Birchel 婦人の言動が述べら






















る。更に当時の出席者として、Peter Ustinov、 Gregory Peck、テレビで当
時ピョトール大帝を演じていた Maximilian Schell 等の名が挙げられる。此
の辺りは映画を好み、映画俳優達と交流があった Kant 自身の姿を投影して














のところに長いこと争っていた Dürrenmatt と Frisch が幸せに座っていた
事は忘れられぬと述べ、世界の平和を考え、それを作品へ仕上げねばと考える






で応答が続く。結局 Horst が脅迫はなかったと述べ、彼のメモ帳中の angedt.
と言う略字は angedeutet (暗示されて)で angedroht (脅されて)ではなかっ
たと主張するが、Kormoran は Horst の主張に満足せず、メモ帳の欺瞞的な
書き方が誰の為に役立ったのか問題にする。そこで Henkler が彼の為だと
























解決だと主張し、Herbert Henkler が何故 Schluziak の為だと言ったのか尋
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Kant 自身の統一後の感慨であったのだろう。Kormoran はその様に述べて









を思い出す。ケーブルテレビとか、ヴィデオとか、CD とか、快適な WC と




る。日頃、無口である彼女の多弁に Herbert Henkler は耳を傾けた後、彼は
酒の勢いもあり、彼女はメカニズムに対し屈折した状況にあると語り、彼女が







水肥、下肥、排泄物に当たる言葉を Abwässer, Jauche, die Fäkalie と表現












bert と Ilse 夫妻の仲の悪さが、彼女の抜け目のない性格と服装への彼の憎悪、
彼の午前中からの酩酊への彼女の嫌悪と言う面で明らかになるが、Änne は彼
に、彼が兄弟や他の人々に心臓に関する事を話題にしないように要請し、その
場を繕う。しかし、隣の Birchel 夫人は先日 Kormoran が自ら心臓(心) (注 :
ドイツ語では同じ言葉 Herz) に就いて話題にした事を披露する。Ilse は一体







に就いていた事を示唆する場面であり、また 1992年には旧 DDR 市民の間
にもコードレス電話が普及した事を語っており、興味深い。
(続く)
